
～日本一の富士山、駿河湾との共存～

～日本一の富士山～
平成25年６月26日に世界遺産に登録さ

れた富士山。日本一高く、美しい山とし
て知れ渡っており、世界遺産に登録され
たことで、ますます世界から注目される
ようになりました。
そんな日本一の富士山ですが、日本一

に次ぐ山をご存知でしょうか。意外と知
らない、他の山との標高を比較してみま
しょう。

標高3,776メートルという日本一の高さを誇る富士山、そして水深2,500メ
ートルという日本一の深さを誇る駿河湾。この一見すると両極端な２つが、
静岡県に存在していることを、皆さんご存知でしょうか？
今回のコラムではそんな富士山と駿河湾にまつわる日本一を紹介してい

きたいと思います。

～日本一の湧水量を誇る柿田川湧水～
富士山に降った雨や雪は地下に流れ込んで

地下水となり、三島溶岩流の間を流れます。そ
して、三島溶岩流の末端である清水町の柿田
川公園付近で湧水として現れ、柿田川の流れ
を生み出しています。
この柿田川湧水群の湧水量は１日当たり約

100万トンと言われています。この湧水は全て
富士山に降った雨や雪によるもので、まさしく
自然からの恵みといえるでしょう。

北岳と奥穂高岳とは、東京

タワー（333メートル）１つと
半分の差があります。

１日100万トンの湧水量に
も関わらず、日本一短い一

級河川でもあります。



～日本一深い駿河湾～

柿田川湧水が流れ着くのは、富士山

の南側に広がる駿河湾。その表面積は

約2,300平方キロメートル、水深は2,500
メートルで日本一の深さです。

富士山との高低差は6,200メートルに

も及びます。

～日本一の漁獲量～
日本一の駿河湾には、漁獲量全国シェア

100％のさくらえびがあります。その透き通

った美しい桜色から、「海の宝石」とも呼

ばれています。

また、沼津市戸田の特産品であるタカア

シガニは、平成27年の水揚量が20,205キロ

と日本一の漁獲量を誇ります。駿河湾で獲

れる最大のものは、全長が２～３メートルに

も及びます。

紹介したのは一部でしたが、富士山から駿河湾まで多くの自然の恵みが巡り、や
がて私達の元にも届きます。そんな自然の偉大さを改めて感じてみると、今まで見
えていたものが違って見えてくるかもしれません。

７月はさくらえびを禁漁し

ている期間のため、次のシ

ーズンは10月下旬から12月
になります。


